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「地域と関わりながら主体的に行動し、心豊かにたくましく生きる子どもの育成」 

 

６月 21日は夏至（げし）。１学期もあと１ヶ月です。梅雨の最中ですが、一年のうち、

太陽が最も天高くのぼり昼間が長くなるこの時期は、晴れればまぶしい陽射しが降り注

ぎます。日焼けや熱中症に気をつけなければならない時期です。 

新型コロナについて、県内では新規感染者が少なくなっていますが、変異株による再流

行が心配されます。人が集まる屋内ではマスク着用を徹底しなければなりませんが、運動

や登下校時に他の人との距離を十分に確保できるときには、マスクを外して行動してよ

いと、子どもたちに伝えています。 

6 月 18 日の朝、学校の玄関先にあるツバメの巣から、６羽の雛たちが巣立っていきました。↑ 

 

少しずつ、そして着実に･･･！ “豊かな学び”がもどってきました 

５月下旬頃から県内の感染拡大状況が落ち着きはじめ、豊かな学び

が少しずつもどってきています。もちろん感染防止対策をしっかり行

いながら、場合によっては内容縮小などの変更を加えながらではあり

ますが、学校行事や外部講師をお招きして実施する特別授業などを実

施できています。それぞれの場面で、生徒たちは目を輝かせながら充

実した学びをしています。 

 

※ これらの様子は、学校ウェブサイトのブログコーナーに、随時紹介

しています。 

ウェブサイトアドレス        ＱＲコード 

http://www.shimo1-chu.kainan.ed.jp/ 

 

「地震・津波発生！」に備えるプログラム 

 

◆ 地 震 ・ 津 波 を 想 定 し た 避 難 訓 練 ◆ 
     ―5/28（金）当初予定日が雨天だったため、延期して実施― 

コロナ禍の状況を考慮して、幼稚園・小学校との合同ではなく、昨年に続き中学校単独で行いました。 

「13 時 50 分に地震が発生、その後、大津波警報が発表された」と想定し、まず一次避難場所のグランド

に避難した後、二次避難場所まで移動しました。避難開始か

らの所要時間は 20 分を切りました。実際に災害が発生した

ことを想像しながら、真剣に行動できていました。 

  ただ、大きな地震は授業中に発生するとは限りません。雨

が降っている中で発生するかもしれません。避難するのは、

幼稚園児や小学生はもちろん、地域の方も一緒です。避難の

途中に余震が起こる可能性もあります。 

命を守り抜く行動ができるように、実際に地震・津波が発生した時のことを想像しておくことが大切です。 
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◆ い ざ と い う 時 に 役 立 つ 総 合 的 訓 練 ◆ 
      － 6 / 2（水）自衛隊和歌山駐屯地の方々を迎えて－ 

各学年が２組に分かれてグループ（６～９人）をつくり、順に６つのプログラム（ロープワーク、土のう

積み、患者搬送、救急法、テント設営など）を体験しました。 

お昼前には、災害時に命を守るための準備や心構えについて講義を受け、体育館で非常食をいただきまし

た。実際の災害派遣等で活躍されている自衛隊員さんから指導を受けて、どの生徒も一生懸命に、そして笑

顔で頑張っていました。 

今回のプログラムでは、災害時に役立ついろいろなことを、体験を通しながら学ぶことができました。教

えること・伝えることで、学んだことが身に付き、いざという場面で活用できるようになります。自衛隊の

方からも「今日のプログラムで学んだことを、家庭や地域の人々に伝えてください。」とメッセージをいただ

きました。 

 

総合的な学習の時間 

◆生活衛生業（美容業、クリーニング業）出前授業（2 年生）◆ ―6/14（月）― 

和歌山県生活衛生営業指導センターの方々にご指導いただきました。 

飲食業、理容業、美容業、旅館ホテル業、クリーニ

ング業などは「生活衛生業」と呼ばれています。今回

の出前授業では、美容業とクリーニング業について、

それぞれの仕事内容などについて学習しました。 

美容業の実技では、ウイッグを使ってパーマの巻き

方・編み込みを、クリーニングでは、ハンカチや給食

着のアイロンプレスを体験しました。シャツのアイロ

ンプレスの実演では、生徒たちから「すごい！」とい

う声が上がっていました。 

※ ２年生は夏休み明けに実施する職場体験に向けて、着々と準備を進めています。 

開始式 救急法 

患者搬送 テント設営 土のう積み 

ロープワーク 

美容業体験 アイロンプレス体験 
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総合的な学習の時間   

※ 社会福祉協議会の方々にご指導いただきました。 

◆ ア イ マ ス ク 体 験 （ ３ 年 生 ） ◆  ― 6 / 7 （ 月 ） ― 
３年生は中学校で福祉について学ぶのは５回目です。 

授業の初めに、これまでの４回の学習を振り返りました。その後、アイマスクを着けて視覚情報がない状

態で、トイレで便器の位置確認、階段の登り降り、衣服の着脱や折りたたみ、お金を数えるなどいろいろな

行動を体験しました。これらの体験をもとに、視覚に障害

がある方にとって難しいこと、声かけなどの手助けがあれ

ばできることを考え話し合いました。 

今回、どの体験も驚くほどスムーズに行えたとのことで

した。日頃から３年生たちは、お互いの声掛けをとても自

然にできているので、介助役をうまく果たせたようです。

必要な場面で、この体験をぜひ活かして欲しいです。 

◆ 車 椅 子 体 験 （ １ 年 生 ） ◆  ― 6 / 1 4 （ 月 ） ― 
まず、身近にある「福祉」について、具体物や写真から

工夫点を探しました。次に、車椅子での移動と車椅子に乗

った人への介助を体験しました。２～３人のグループに分

かれて、介助を受けながら市民交流センターまで車椅子で

移動し、帰りは車椅子に乗ったままできるだけ自力で学校

に戻りました。普段は気にならない小さな坂、段差、曲が

り角なども、車椅子で移動するとなると不便さがあること

を実感していました。 

これらの体験をもとに、誰もが暮らしやすい社会にするために、自分たちにできることを考えました。 

  

  教科で、特別活動で、専門家に学ぶ！   

◆ 国 語 「 短 歌 を つ く ろ う 」（ ２ 年 生 ） ― 6 / 1 6 （ 水 ） ― 
和歌山県歌人クラブの岸田正幸先生（大阪体育大学教授）に御指導を

いただきました。今秋に開催される「紀の国わかやま文化祭 2021」の

「盛り上げ隊」事業に応募して実現した特別授業です。 

冒頭で、短歌は 1000 年以上前に成立したことや、日本人にとって５

音や７音のリズムはテンポがよく心地良いことを教えていただきまし

た。続いて、実際に小学生や中学生がつくった短歌を題材として、その

中の空欄になった１語をみんなで考えながら表現の工夫に親しみ、最後

に、短歌づくりの３つのポイント「感動」「言葉」「共感」をもとに、作品を工夫改善する練習をしました。 

生徒たちはちょっと（？）緊張気味でしたが徐々に短歌の世界に導かれ、とても印象に残る学習になった

ようです。国語の授業で、生徒たちは短歌づくりにチャレンジし、コンクールに作品を応募する予定です。 

※  「紀の国わかやま文化祭 2021」は和歌山県で開催される国民文化祭。１０月３１日から１１月２１日まで

県内各地で開催されます。本校では、今回の授業以外にも、いくつかのプログラムに参加しています。 
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◆キッズサポートスクール（１年生）―和歌山県警察による非行防止教室 6/15（火）― 
中学生としての自覚が見られるようになったこの時期に、一人ひと

りの規範意識を高めることが目的として実施しました。 

自転車窃盗や万引きなどの問題をはじめとして、暴力・暴言・からか

い・いやがらせ等のいじめ行為、SNS での犯罪など、身近に起こりう

る問題が取り上げられました。 

中学生も責任ある行動や言動をしなければならない社会の一員であ

ること、法律や決まりを守らなければ家族や周囲の人に大きな迷惑を

かけてしまうこと等を改めて学ぶ機会になりました。 

  小中・地域連携による町内美化活動   

４ 年 ぶ り に 実 施 し ま し た ！  ― 6 / 1 7 （ 木 ） 午 後 ― 

昨年はコロナ禍のため中止、その前の２年間

も降雨のため中止。H29年以来の実施でした。 

下津小学校の６年生と先生と合同で、そして

地域の方々にも御参加いただいて、校区内の道

端に落ちているゴミを拾い集めました。 

小６～中３の４学年の子供たちが縦割グルー

プに分かれ、そこに地域の方も加わって、まず

は互いに自己紹介をしました。その後、道具と

ゴミ袋を持って分担地区にでかけ、約１時間の

活動を行いました。道端には一見ゴミはなさそ

うでしたが、側溝の中や草の下などの見えにく

いところを探すと、ゴミが意外とたくさんあったようです。 

協力しながらゴミを探し拾い集めている小学生と中学生た

ちは、とても楽しそうな様子でした。ゴミを１つ拾うごとに、

大切なものも１つずつ拾い集めることができたようです。 

 

◎ 本に親しむ、読書を楽しむための、アドバイス ◎ 

海南市では、市をあげて子供たちが豊かな読書習慣を身に

つけられるよう取り組んでいます。校内にも、図書室以外に

廊下や各教室に、本への興味をさそう展示などをしていま

す。少しでも気になった本が目にとまったら・・・、 

・カバーや裏表紙などに書かれているキャッチコピーを読んで 

 みる 

・目次をながめて、だいたいどんな内容が書かれているかをつ 

かんでみる。“読んだつもり”になれるかも！ 

・「はじめに」や「あとがき」があれば、その部分を読んでみ 

る。作者がその本で伝えようとしていることがわかることが 

あります。 

読んでみたい本に出会えたら、朝読書の時間なども活用し

て、読破にチャレンジしてみましょう。 

７月の行事予定 

6月 28（月）～30（水）1学期期末考査 

――――――――――――――――― 

２日（金）～ １・２年生水泳授業開始 

６日（火）学校運営協議会 

９日（金）生徒総会 

12日（月） 

13日（火）個別面談 

14日（水） 

17日（土）・18日（日）（予備 21日等） 

海草地方中学校総合体育大会 

（種目によって日程は異なります。） 

20日（火）一学期終業式 

22日（木）海の日 

23日（金）東京オリンピック開幕（～8/8） 

スポーツの日 

24日（土）～27日（火） 

和歌山県中学校総合体育大会 

（種目によって日程は異なります。） 

＊変更になることがあります。 


